
１ 人権尊重に基づく男女共同参画の意識づくり 

対象事業 現状・課題 理想像 意見 

・事業番号１ 人権教育、家事能力向上・家

族の役割と責任の学習 

・人権擁護委員が小学校などを訪問して、年

齢に応じた人権教育を行っている。 

・ＤＶ等の教育については、学校によって意

識に差がある。 

・すべての人が子どもの頃にＤＶ等について

啓発を受ける機会をつくる。 

・学校だけでなく、各家庭でも男女共同参画

を意識した教育を行う。 

 

・デートＤＶやストーカー被害などについて

は子どもの頃に知っておくことで、大人に

なって被害にあったときに気付くことが

できるので、若い時から啓発を受ける機会

が必要である。 

・大学の教育学部においても、男女共同参画

やＤＶ等について知っておくべきである。 

・若いうちに人生設計（ライフプラン）を考

えてもらう機会が必要である。 

 

・事業番号１０ 男女共同参画週間等におけ

る特集／男女共同参画関係法令の普及啓

発・関連事業のＰＲ／各種啓発資料の作

成・配布 

・事業番号１１ 男女共同参画フォーラムの

開催／セミナー・シンポジウムの開催 

・男女共同参画週間や女性に対する暴力をな

くす運動期間に合わせて、市報で特集記事

を掲載している。 

・セミナーやフォーラムの存在自体を知らな

い人や男女共同参画についてよく理解して

いない人が多い。 

・市報、ホームページ、ＳＮＳ等で男女共同

参画に関する様々な情報を提供している

が、市からの情報が多種多様なので埋もれ

てしまう。 

 

・日常生活の中で身近に出来ることを各自が

実践する。 

 

・抽象的に「男女共同参画」推進と言われて

もよく理解していない人が多い。日常生活

のなかでできることを洗い出し、身近なこ

とから実践してみることが必要である。 

・セミナー等を開催する際に、「男女共同参

画」の文字を前面に出すと集客が難しい。 

・事業番号１２ 意識調査等の結果の公表／

人権・男女共同参画等に関する情報の提供 

・市報、ホームページ等にＤＶ相談窓口に関

する情報を掲載している。 

・ＤＶ相談窓口カードを公共施設や医療機関

に配布し、被害者が取りやすいようにトイ

レへ設置を依頼しているが、カードがどの

程度持ち帰られているか把握できていな

い。 

・ＤＶ被害を受けているが、相談をしていな

い人もいる。 

 

・情報を提供するだけでなく、ＤＶ被害者が

相談しやすい環境をつくる。 

・ＤＶ相談窓口カードを配布するだけで終わ

りにせずに、被害者が相談をしやすいよう

に後押しが必要である。 

・学校で「いじめ問題」について、子ども用、

保護者用でアンケートを配布しているの

で、そこにＤＶや児童虐待に関する項目を

入れてみてはどうか。 
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